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国際医療福祉大学大学院 
 
 

大学院長  三浦 総一郎 
 
平成 29 年度から、本学や東京医科歯科大学を含む連携８大学が共同で取り

組む「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」が文部科学省「多様な新

ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラ

ン」事業として採択され進行中です。 
本学は過去 10 年以上にわたり、自治医科大学との共同事業「全人的ながん

医療の実践者養成」（第Ｉ期）、慶應義塾大学を主管校とした連携 10 大学共同

事業「高度がん医療開発を先導する専門家の養成」（第 II 期）の中で、がんプ

ロフェッショナル医療人材の育成プログラムに積極的に取り組んで参りまし

た。 
第 III 期となる本事業では、多彩な専門分野での多職種連携を進め、がん医

療の新たなニーズに対応できる「がんプロフェッショナル医療人の育成プログ

ラム」として、平成 30 年 4 月より、「ライフステージに対応したがんプロフェ

ッショナル多職種協働人材育成コース」および「ゲノム解析医療・希少がん診

療に精通した医療者育成コース」を大学院課程に開設し、多くの学生を養成中

です。前者は多職種協働による機能的なチームでライフステージに対応したが

ん治療にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナ

ル・ケアまでの広範な対応ができる専門医療職の育成を、後者はゲノム解析技

術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたることが出来る専

門的医療者の育成を目指しています。 
この１年間、各大学とも連携をとりながら、事業推進委員会の主導のもとに

人材育成の方法や授業教材の開発を進め、コースの充実を図って参りました。

今般、これまでに開催したシンポジウム及びワークショップの発表内容等、本

年度の活動記録をひとつの成果物として冊子にまとめさせていただきました。

更に充実したプログラムへの改善を考えておりますので、是非ご高覧の上、皆

様から忌憚のないご意見やご支援を賜りたく宜しくお願い申し上げます。 
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Ⅰ.教育プログラム・コース

の概要 

 
1. ライフステージに対応した 

がんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース 

2. ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した 

医療者育成コース(インテンシブコース) 

 

・申請書 

・コース概略図 
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

10単位以上を履修した上で、履修内容審査に合格すること。

<必修科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん多職種協働アクティブラーニ
ング実習(1単位)

<選択科目>
がん治療薬学(2単位)、がん看護学(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医
療統計(2単位)、診療情報管理学(2単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心
理学概論(2単位)、がん理学療法学(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床
検査学(1単位)

本コースでは従来の専門性にもとづいた縦割りの教育を廃し、本学大学院に学
ぶ異なる専門領域の学生がクロスオーバーして、共にがん医療の現状を学び、
それぞれの専門分野でのがん患者支援および支援者支援計画とその実施に係わ
る専門医療職の養成を目指す。ターミナルケアに加えて、従来十分な対応がな
されてきたといえないグリーフケア、患者就労両立支援、家族・患者支援者支
援などを通じて患者を取りまく環境にトータルに臨床心理に配慮して対応でき
る人材育成を目指す。なお、事例を用いてアクティブラーニングを積極的に採
用する教育を行う。

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科修士課程・博士課程/薬科学研究科修士課程
　/薬学研究科博士課程/医学研究科修士課程・博士課程

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

医療福祉学研究科修士課程・博士課程
　保健医療学専攻、医療福祉経営専攻、臨床心理学専攻の大学院生
薬科学研究科修士課程
　生命薬科学専攻の大学院生
薬学研究科博士課程
　医療・生命薬学専攻の大学院生
医学研究科修士課程・博士課程
　公衆衛生学専攻、医学専攻の大学院生

2年

多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナル・ケア
までの広範な対応ができる専門医療職。

平成29年度　文部科学省「多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン」採択

（連携8大学）東京医科歯科大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、

‐未来がん医療プロフェッショナル養成プラン‐

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要①】

聖マリアンナ医科大学、東京医科大学、東京薬科大学、秋田大学、弘前大学
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指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 5 5 5 5 20

計 0 5 5 5 5 20

受入目標人数

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者もしくは指導教員が
責任をもって指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを
構成する運営委員が対応する。

患者を中心に様々な医療スタッフがそれぞれの専門分野を活かしながら、ライ
フステージに応じてがん患者およびがん患者支援者にとり最善と思われる支援
を提供する専門家となり、がん診療病院および様々な支援を行う機関において
指導的役割を担うことを期待する。このことはがん患者、支援者だけでなく、
それを受け入れる社会や地域にとり多大な利益をもたらすと考える。

平成30年4月
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

本教育プログラム・コースで定める科目を履修し、試験に合格すること

<必修科目>
がんゲノム解析学(1単位)、臨床腫瘍学各論(１単位)、がんゲノム解析実習(1単
位)

<選択科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん治療薬学(2単位)、がん看護学
(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医療統計(2単位)、診療情報管理学(2
単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心理学概論(2単位)、がん理学療法学
(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床検査学(1単位)、がんゲノム解析実
習(1単位以上)、臨床腫瘍学診療実習(2単位以上)

標準治療が限られている希少がんや標準治療に対して不応・不耐となったがん
症例に対しては、ゲノム解析をベースとした遺伝子異常に基づく治療が極めて
大きなウエイトを占める。2015年の米国大統領による一般演説において
「Precision Medicine」という用語が用いられてから、がんゲノムの異常に焦
点を絞った治療・研究が脚光を浴びており、日本国内においても全国的規模で
の多施設共同臨床研究が行われ、成果が得られつつある。東京都がん診療連携
拠点病院である国際医療福祉大学三田病院では希少がん診療を含め、数多くの
先進的がん診療を実践している。本コースでは、数多くの肉腫患者の参加同意
を得て、全ゲノム解析研究を積極的に行っている国際医療福祉大学三田病院肉
腫センターにおいて、次世代のがん診療に不可欠ながんゲノム解析学の基礎及
び実際を学ぶ。本コースは、臨床腫瘍学の基礎と実践を系統的講義、臨床実
習、各種セミナー・講演会を通して学ぶことが出来、特に、全国的にも類を見
ない集約化された豊富な症例数とゲノム解析の実績を持つ希少がん診療に重点
を置いた教育プログラムとなっており、独創性がある。

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターには、がんゲノム解析並びに臨床試験
を含めたがん診療に精通した医師、技術者が常勤しており、また病院には、が
ん治療認定医、がん薬物療法専門医・指導医、がん化学療法認定看護師、がん
性疼痛看護認定看護師、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師が常勤して
いる。がんゲノム解析実習ならびに、臨床腫瘍医養成のための病院実習におい
ては、これらのエクスパートによる直接指導を行う。さらに、がんゲノム解析
学総論、ならびに臨床腫瘍学各論（希少がんを中心とした）の集中講義におい
ては、学内外に講師を要請し、各分野のエクスパートによる最新の講義を行う
計画である。また、連携大学とのネットワーク等を介した教材等の共有によ
り、効率的に教育を行うシステムを構築する予定である。

ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要②】

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科博士課程 保健医療学専攻
　薬学研究科博士課程 医療･生命薬学専攻
　医学研究科博士課程 医学専攻

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ
コース）

薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師等（一部修士課程を含
む）

1年
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教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

受入目標人数

患者を中心に医師や看護師、薬剤師をはじめとする医療スタッフがそれぞれの
専門分野を活かしながら、患者と家族にとって最善と思われる治療を提供する
ことがチーム医療に求められている。特に、がん先端治療という極めて専門的
な知識が必要とされる領域において、その専門性を活かし、機能的にチーム医
療ができる人材を育成することは、患者にとって多大な利益となる。また、そ
れぞれの職種における専門資格（がん専門薬剤師、がん看護専門看護師、がん
薬物療法専門医、がん治療認定医、など）を取得することを目標とし、コース
終了者のキャリア並びにその後の研修にとって大きなアドバンテージを得るこ
とになる。

平成30年4月
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、

医
療

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
医

療
安

全
、
が

ん
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

概
論

、
が

ん
治

療
薬
学
、
が
ん
看
護

学
、
が

ん
治

療
放
射
線
医
科
学
、
医

療
統

計
、
診

療
情
報
管
理
、
が
ん
診

療
の

基
礎

知
識

、
臨
床
心
理
学
概

論
、
が

ん
理

学
療
法
学
、
が
ん
作
業

療
法

学
、
が
ん
臨
床
検
査
学

が
ん
ゲ
ノ
ム
解
析

実
習
、

臨
床

腫
瘍

学
診
療
実
習

ゲ
ノ
ム
・
希
少

が
ん
コ
ー
ス

（
修

業
年

限
1年

）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

教
育
方
法
の
検
討

実
習

に
よ
る
知
識
の
統

合
、
多

職
種
連
携
能
力

の
獲
得

作
業

療
法

士
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１．開講科目一覧 

２．シラバス 

３．履修者・修了者一覧  
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開講科目一覧

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース

科目名 担当教員・コーディネーター
ライフス
テージ
コース

ゲノム
コース

単位数
標準
年次

曜日・時限

1 がん治療の先端知識の基礎 大東　貴志 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・１限 9:00-10:30

2 医療プロフェッショナリズム・医療安全 三浦　総一郎、荒木田　美香子、他 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・２限 10:40-12:10

3 がんのカウンセリング概論 亀口　憲治、中里　道子 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・４限 14:40-16:10

4
がん多職種協働アクティブラーニング実習
※2019年度開講予定

三浦 総一郎、大東　貴志、池田
佳史、樋口　肇、荒木田　美香子、
新藤　悦子、橋本　光康

必修 ― 1 2年目 ― 後期
8月集中
（国際医療福祉大学三田病院、
国際医療福祉大学病院）

5 がんゲノム解析学 樋口　肇、高橋　克仁 ― 必修 1 1年目
前期
（前半）

― 土・３限 13：00～14：30

6 臨床腫瘍学各論 樋口　肇、高橋　克仁 ― 必修 1 1年目
前期
（後半）

― 土・３限 13：00～14：30

7 がんゲノム解析実習（ベーシック） 樋口　肇、高橋　克仁 ― 必修 1 1年目 ― 後期
10月集中
（国際医療福祉大学三田病院）

8 がん治療薬学 白石　昌彦、鈴木　裕 選択 選択 2 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

9 がん看護学 荒木田　美香子、新藤　悦子、他 選択 選択 2 1年目 ― 後期 土・１限 9:00-10:30

10 がん治療放射線医科学 橋本　光康 選択 選択 2 1年目 ― 後期 土・２限 10:40-12：10

11 医療統計 稲垣　誠一 選択 選択 2 1年目 ― 後期 月・７限 19:45-21:15

12 診療情報管理学
山本　康弘、坂本　千枝子、伊藤
由美

選択 選択 2 1年目 ― 後期 水・６限 18:00-19:30

13 がん診療の基礎知識 坂本　千枝子、武藤　正樹 選択 選択 2 1年目 前期 ― ＶＯＤ授業

14 臨床心理学概論 亀口　憲治 選択 選択 2 1年目 ― 後期 火・６限　18:00-19:30

15 がん理学療法学 丸山　仁司 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

16 がん作業療法学 谷口　敬道 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

17 がん臨床検査学 大澤　進 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

18 がんゲノム解析実習（アドバンス） 樋口　肇、高橋　克仁 ― 選択 1 1年目 ― 後期
10月集中
（国際医療福祉大学三田病院）

19 臨床腫瘍学診療実習 樋口　肇、高橋　克仁 ― 選択 2 1年目 ― 後期
10月集中
（国際医療福祉大学三田病院）

期
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大学院

2018

学年

単位数 30時間　

授業の形態 講義

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 がん治療の先端知識の基礎 授業開始年度

時間数

科目担当責任者 大東　貴志 科目担当者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程１年
博士課程1年

期 前期　

曜日時限 土曜1限 必修／選択
ライフステージ必修／
ゲノム選択

2

5/12　婦人科がん治療の最前線 片瀬　功芳

授業の概要
（主題）

現在のがん治療における先端治療について学び、多職種連携のためには何が重要かを学習する

授業の到達目標

1.　がん診断のための最先端の画像・内視鏡・病理学的検査について理解できる。

2.  がん治療の先端放射線治療について理解できる。

3.　がん治療のための先端治療薬の開発や効果・副作用について理解できる。

4.  各領域のがんの先端外科治療および薬物治療について理解できる。

授業計画

内容

4/21（2限）　上部消化管治療の最前線 池田　佳史

4/28　放射線治療最前線 戸矢　和仁　

6/9　肝臓がん治療の最前線 首村　智久

下部消化管治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

ＰＥＴ、核医学
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

似鳥　修弘　

棚田　修二　

縄野　繁　5/26　CT・MRI

乳がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山下　浩二

6/23  肺がん治療の最前線

最新がん化学療法レジメン
※第13回を事前に学習すること
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

酒井　鉄平

先端がん薬物治療学
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

中村　裕義

7/14　体腔鏡・ロボット手術の最前線 森川　康英　

6/30　デジタル画像を用いた遠隔病理診断 森　一郎

片岡　幹統　6/16　内視鏡診断・治療の最前線　　

林　和

泌尿器科がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

大東　貴志

成績評価の方法 レポート

評価の基準 レポート100％

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

がんの知識を知ることにより多職種連携への問題点を能動的に考える。

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 なし

参考書 必要に応じて紹介

オフィスアワー メールにて随時受け付ける

その他
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大学院

2018

学年

単位数 30時間

回数 担当

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14-15

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 医療プロフェッショナリズム・医療安全 授業開始年度

時間数

科目担当責任者 三浦　総一郎 科目担当者 荒木田  美香子

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程1年
博士課程1年

期 前期

曜日時限 土曜2限 必修／選択
ライフステージ必修／
 ゲノム選択

2

授業の形態 講義

授業の概要
（主題）

本科目は、がん医療におけるプロフェッショナルとして必要な理論と方法を学修する。

授業の到達目標

1.　がん医療におけるプロフェッショナルについて理解できる。（講義1・2・3・4・6・7・8）

2.  がん患者の支援システムについて理解できる。（講義10・11）

3.　がん患者の心理とケアについて理解できる。（講義5・13）

4.  がん患者を中心にしたチーム医療について理解できる。（講義9・12・14・15）

授業計画

内容

4/21（10：00～10：30）がんプロコースオリエンテーション
※教室での授業に参加すること
※2限は「がん治療の先端知識の基礎」（池田佳史）を開講

三浦　総一郎

6/2　治療におけるリスクマネジメント及びディスカッション
※教室での授業に参加すること

三浦　総一郎　

4/28　インフォームド・コンセント 池田　俊也

5/12　医療倫理 赤居　正美

5/19　医療プロフェッショナリズム 三浦　総一郎

5/26　がん患者における生と死（ターミナルケア） 林　和

7/7　がんと医療制度・医療経済 石川ベンジャミン光一

生命倫理
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

金澤　一郎 　

がん地域包括ケアシステムとクリティカルパス
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

武藤　正樹　

6/9　終末期における社会から期待される医療プロフェッショナルの在り方及びディスカッション
※教室での授業に参加すること

戸松　義晴

6/23　がん患者のアセスメントとICFモデル 坂本　千枝子

7/21　グリーフケア　 　 白井　明美

7/28（1・2限)
「がん多職種協働アクティブラーニング実習」に向けた演習・グループワーク①②
※教室での授業に参加すること。
※「6/23・第9回『がん患者のアセスメントとICFモデル』」の配布資料を各自持ってくること。

荒木田　美香子

7/14　がん医療における多職種連携とは　　 藤咲　麻美　

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 なし

参考書 適時紹介　

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

事前・事後、関連する先行研究を当たる等、学習を主体的に進めることとする。

成績評価の方法 レポート

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。

評価の基準 レポート100％
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大学院

2018

学年

単位数 30時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 授業中に適宜紹介する

参考書 授業中に適宜紹介する

評価の基準 レポート100％

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

カウンセリングに関する基礎的な文献を入手し、読み込んでおくことが望まれる。

オフィスアワー
メールにて随時受け付ける
kkenji@iuhw.ac.jp

7/21　グリーフケアと心理教育 正木　啓子

6/16　ライフステージに応じたカウンセリング：AYA世代～働き盛り世代がん患者

成績評価の方法 レポート

山川　誠司

6/2　がん告知期、治療期、終結期のカウンセリング　

山谷　佳子

7/14　在宅療養移行時の意思決定(アドバンス・ケア・プランニング)と多職種連携、在宅緩和ケア
の実際

山谷　佳子・加藤　元美

7/7　がん患者家族のカウンセリング、親のがんを子供に伝える　

田中　あず見　

5/12　臨床心理学とは／チームカウンセリングの基礎知識

8/4　地域社会における多職種協働の基礎知識 中村　友一

5/26　医療従事者のメンタルヘルス 近藤　真木

6/9　ライフステージに応じたカウンセリング：小児がん、その家族の多職種でのサポート 久野　美智子

久野　美智子

6/23　ライフステージに応じたカウンセリング：高齢がん患者(緩和ケア) 加藤　元美

6/30　家族療法的カウンセリングの基礎知識 梶原　佳子

7/28　がん告知からの家族周辺との関わりと心理支援 金﨑　千惠

矢口　大雄

5/19　多職種チーム編成とマネジメントの課題と解決策

授業計画

内容

4/21　精神腫瘍学（サイコオンコロジー）について 岡本　英輝

4/28　メンタルヘルスの立場から―がん患者への関わり方について 中里　道子

時間数

授業の形態 講義

授業の概要
（主題）

多職種のがんプロフェッショナルが、ライフステージに応じた協働を推進するうえで有効な、カウンセリングを理解
する。

曜日時限 土曜4限 必修／選択
ライフステージ必修／
ゲノム選択

2

授業の到達目標

小児期、AYA世代期、働き盛り世代成人期、高齢期など、ライフステージ応じたカウンセリングを理解する。

患者、医療従事者、家族それぞれが抱える悩みに適切に対応するためのカウンセリングについて基礎知識を
得る。

告知期、治療期、終末期などの段階ごとに、患者、家族、医療従事者への包括的カウンセリングについて理解を
深める。

多職種チームの特性やマネジメント上の課題について、基礎知識を得る。

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程1年
博士課程1年

期 前期

科目名

科目担当責任者 亀口　憲治 科目担当者 中里　道子

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度がんのカウンセリング概論
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大学院

2018

学年

必修／選択 必修 単位数 15時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

土曜3限

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第２版　（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第７版　（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）

オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて随時受け付ける

成績評価の方法 毎週の確認問題

評価の基準 毎週の確認問題１００％

その他 20180407更新　

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

がんを遺伝子の疾患としてとらえることが重要。事前・事後の学習及び関連する先行研究をあたるなど、主体的に学習
することが
望ましい。

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書
新臨床腫瘍学　改訂第４版　（南江堂）、
デヴィータ　がんの分子生物学　第２版　（メディカルサイエンスインターナショナル）

6/16【時間注意】2限10：40～　がん薬物療法総論 中世古　知昭

6/16　遺伝性腫瘍 高橋　克仁

6/30【時間注意】2限10：40～　がんの分子病理学 福澤　龍二

6/2　がん遺伝子の解析学 高橋　克仁

6/9　臨床試験 石黒　洋

5/26　有害事象と支持療法 石黒　洋

内容

4/21　腫瘍生物学 樋口　肇

5/19　遺伝性腫瘍に対するカウンセリング 四元　淳子

がんにおける遺伝子異常について学び、網羅的遺伝子解析の意義、重要性、問題点について理解する。
ゲノム解析に基づいたがん診療に関する現状と将来展望を学ぶ。

授業の到達目標

・発癌、細胞増殖、細胞周期、細胞死、転移、浸潤、血管新生における遺伝子調整異常について理解する（第1回）

・遺伝性腫瘍について正しく理解し、主な遺伝性腫瘍症候群や、遺伝カウンセリングについて学ぶ（第2回・第6回）

・有害事象について学ぶ（第3回）

・網羅的遺伝子解析法について正しく理解し、Precision medicineの意義について学ぶ（第4回）

・病理学的分子診断および遺伝子診断、および治療への応用について学ぶ（第7回）

・殺細胞性抗がん剤、分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬による薬物療法の現状（第8回）

・臨床試験の種類（第1相、第2相、第3相）と意義について理解し、遺伝子異常に基づく試験デザインについて学ぶ
（第5回）

授業計画

時間数

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者 高橋　克仁

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 前期（前半）

曜日時限 １

授業の形態 講義

授業の概要
（主題）

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 がんゲノム解析学 授業開始年度
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大学院

2018

学年

必修／選択 必修 単位数 15時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

7/14　骨軟部肉腫 高橋　克仁

7/21　甲状腺腫瘍 池田　佳史

7/28　胚細胞腫瘍および副腎癌 大東　貴志

科目名

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者 高橋　克仁

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度臨床腫瘍学各論

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 前期（後半）

授業の到達目標

①骨軟部肉腫、甲状腺腫瘍、頭頸部腫瘍、神経内分泌腫瘍、原発不明がん、杯細胞腫瘍、副腎癌、骨髄腫、白血病、
悪性リンパ腫における、疫学的事項、特徴的病態生理、特異的遺伝子異常、診断法、治療法、予後、について専門的知
識を学び、理解する。

②希少がんに対する診療の現状と問題点を学び、各疾患における特徴を理解する。

③希少がん診療（診断、治療法開発）のための研究努力と将来展望について学ぶ。

時間数

授業の形態 講義

授業の概要
（主題）

希少がんにおける特徴的病態生理や遺伝子異常の特徴を理解し、各疾患の疫学、診断、治療、予後を理解する。

曜日時限 １土曜３限

授業計画

内容

脳腫瘍
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

河島 雅到

8/4　骨髄腫、白血病 中世古　知昭

4/28　悪性リンパ腫 小林　幸夫

6/23　神経内分泌腫瘍 樋口　肇

7/7　原発不明がん 樋口　肇

成績評価の方法 毎週の確認問題

評価の基準 毎週の確認問題100%

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

希少がんの各論を学ぶ中で、各疾患ががんとして共通特徴と各疾患に特徴的な事項をそれぞれ理解することが重要。
事前・事後の学習および関連する先行研究をあたるなど、主体的に学習することが望ましい。

オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて随時受け付ける

その他 希少がん以外のがん種に対する各論として「がん治療の先端知識の基礎」を選択履修することが望ましい。

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書
新臨床腫瘍学　改訂第4版（南江堂）、
デヴィータ　がんの分子生物学　第2版（メディカルサイエンスインターナショナル）

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第２版　（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第７版　（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）
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大学院

2018

学年

単位数 45時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

オフィスアワー 実習の前後、またはメールにて随時受け付ける

その他

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 新臨床腫瘍学　改訂第4版（南江堂）、デヴィータ　がんの分子生物学　第2版（メディカルサイエンスインターナショナル）

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第2版（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第7版（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）

成績評価の方法 レポート、ディスカッション

評価の基準 レポート内容及びディスカッション時の発表

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

積極的に実習、ディスカッションに参加すること。

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

シンポジウム参加と省察（国際医療福祉大学大学院東京赤坂キャンパス）

ワークショップ参加と省察（国際医療福祉大学大学院東京赤坂キャンパス）

セカンドオピニオン外来見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

病棟診療見学実習（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

病棟診療見学実習（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

病棟診療見学実習　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

セカンドオピニオン外来見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習　（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

授業計画

内容

オリエンテーション、ケーススタディ　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

セカンドオピニオン外来見学実習　（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

時間数

授業の形態 実習

授業の概要
（主題）

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターにおいて、がんゲノム医療に関するセカンドオピニオンの見学、入院診療の
見学、遺伝子解析プロセスの体験実習を行う。実習は原則週に2日間（水曜、木曜）の終日をもちいて行い、既定の
時間数を満たすものとする。

曜日時限 10月集中 必修／選択 必修 1

授業の到達目標

①がんゲノム解析を含めたセカンドオピニオン診療の流れを理解する

②セカンドオピニオン外来を実施する際に気をつけるべき点を理解する

⑤がんゲノム解析の実際を体験し、その方法論を理解する

⑥がんゲノム解析に基づくPrecision Medicineの意義について理解する

③網羅的ゲノム解析によりアクシデンタルに遺伝性腫瘍の原因遺伝子が発見されることのリスクを理解する

④遺伝性腫瘍に対する遺伝カウンセリングの実際を研修し、カウンセリングの必要事項を理解する

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療
者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 後期

科目名

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者 高橋　克仁

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度がんゲノム解析実習（ベーシック）
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科目担当者

学年

集中講義 必修／選択 単位数 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

その他

参考書

がん化学療法ワークシート（大石了三、じほう2008）、
がん治療と化学療法（有森和彦、じほう2008）、

実践・癌化学療法別副作用対策（古江尚、メディカルレビュー2000）、
がん必須ポイント（山口晃弘、じほう2007）

オフィスアワー

大学院教務委員の山田、清水が窓口となり対応

水曜日・６限・Ｎ６０８（山田）、Ｎ６２０（清水）　（他の曜日・時限でも、在室時であれば対応する。メー
ルでの問合せも可）

履修条件
薬学研究科　 医療・生命薬学専攻

がんプロ

教科書 講義テーマに沿った最新論文を中心に講義資料として配布する。

評価の基準
レポートに基づいて評価する。レポートの成績は、優（80点以上）、良（79～70点）、可（69～60点）、

不可（59点以下）とし、優・良・可を合格とする。

準備学修
各講義では、レポート課題を課して、予習・復習を促す。

学修へのアドバイス

成績評価の方法 レポートに基づいて評価する。

がん薬物用法における薬剤師の役割（旭　満里子）

がん医療における遺伝子解析の果たす役割や治療開発における重要性 (白石　昌彦)

分子標的薬の開発：がんの分子生物学的アプローチ（白石　昌彦）

がん専門薬剤師・がん指導薬剤師制度（旭　満里子）

 総括（旭　満里子）

胆道癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（首村 智久）

膵癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（首村 智久）

がん医療におけるインフォームドコンセント（旭　満里子）

食道癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（鈴木　裕）

胃癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（大平　寛典）

大腸癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（似鳥 修弘）

クリティカルパスのがん医療における利用状況（旭　満里子）

肺癌・中皮腫の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（佐藤　哲夫）

肝癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（野呂　拓史）

授業計画

内容 担当

抗悪性腫瘍薬の適正使用、レジメン管理および服薬指導（旭　満里子）

授業の概要 基礎腫瘍学、臨床腫瘍学およびクリティカルパス、インフォームドコンセントなどがん医療を取り巻く
状況の各論を学ぶ。クリティカルパス、インフォームドコンセントなどを補完し、さらに薬物療法が重要
な各臨床腫瘍学をピックアップし、現在の最新の知見である、がんにおける分子生物学を配置し、
刻々と日進月歩するがんのScienceを学ぶ。

（主題）

授業の到達目標

１．主要な各種がんについて臨床と治療を理解する

２．治療ガイドラインや治療レジメンを学ぶ

３．がん治療における最新の治療法を学ぶ

授業の形態

講義

この科目の授業は、一部がVOD授業です。

VOD授業は必ずeラーニングシステムで学習してください。

後期

白石　昌彦 鈴木　裕、山田　治美

曜日時限 選択 2 時間数

科目担当責任者

学科 薬学研究科　 医療・生命薬学専攻 １・２・３・４年次 期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん治療薬学 授業開始年度 2018
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荒木田　美香子 科目担当者

土曜1限 必修／選択 単位数 30時間

回数

第1回  

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん看護学 授業開始年度 2018

科目担当責任者 新藤　悦子

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

曜日時限 選択 2 時間数

授業の形態

講義

この科目は、教室での授業を収録し、VOD授業としても公開いたします。

VOD授業を学習する場合はeラーニングシステムで学習してください。

授業の概要

（主題）
最先端治療を受けるがん患者の看護を行う上で基礎となる理論と方法論について学修する。

授業の到達目標

１．がん看護の特徴的なケアについて理解できる。（講義１．５．）

２．がん患者の痛みに対する看護について理解できる。（講義２．３．４．）

３．がん患者の特有な症状および治療に伴う看護について理解できる。（講義6．7）

４．がん患者の経過や場に特徴的な看護について理解できる。（講義８．～15）

授業計画

内容 担当

9月22日　がん看護概論（がん動向、看護の役割など） 荒木田美香子

9月29日　緩和ケア：がん患者がもつ痛み（身体的・精神的・社会的・霊的)とケア 新藤悦子

10月13日　がんに特徴的な症状マネージメント―現場からの発信―① 藤咲麻美

10月20日　がんに特徴的な症状マネージメント―現場からの発信―② 藤咲麻美

10月27日　がん患者とのコミュニケ－ション 新藤悦子

11月3日　がん患者の社会復帰に向けての支援― 荒木田美香子

11月10日 がん化学療法における看護師の役割―現場からの発信― 村上みゆき

11月17日 在宅におけるがん患者支援 角田直枝

11月24日　がん放射線療法における看護師の役割―現場からの発信― 高島法子

12月1日　終末期にあるがん患者の理解とケア 山本真弓

12月8日　子育て中のがん患者の子どもに対する支援 茶園美香

12月15日　がんサバイバーシップ支援 荒木田美香子

12月22日　終末期にあるがん患者の家族の理解とケア 山本真弓

第14回
1月5日　在宅におけるホスピスケアの現状と課題

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

第15回  
1月12日　チーム医療と緩和ケア～がん告知からグリーフケアまで

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

成績評価の方法 レポート

評価の基準 レポート100％

準備学修

学修へのアドバイス
事前・事後、関連する先行研究をあたる等、学修を主体的にすすめることとする。

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

その他

教科書 なし

参考書 適時紹介する。

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。
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橋本　光康 科目担当者

土曜2限 必修／選択 単位数 30時間

回数

第2回

第4回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第15回

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 特に指定しない

参考書 必要に応じて紹介する

オフィスアワー 毎週火曜日16:20～17:50　またはメール（hasimoto@iuhw.ac.jp）にて随時受け付ける

準備学修

学修へのアドバイス

総括 橋本光康

成績評価の方法 ■レポート　□定期試験　□実技試験　□実習評価　□小テスト □その他

評価の基準 レポート100%

医師・医学物理士・診療放射線技師・看護師等の視点からの知識を得ることにより多職種連携への問題点を能動的に
考える。事前学習は必須、講義時に次回事前学習内容を指示する。

標準放射線治療の実際Ⅱ 橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅲ 橋本光康

先端放射線治療 橋本光康

第13回
医学物理学/治療技術学　外部照射の品質管理

＊e-learning受講（教室での授業は実施しない）
橋本光康

第14回
医学物理学/治療技術学　小線源治療の品質管理

＊e-learning受講（教室での授業は実施しない）
橋本光康

放射線治療の看護ケアⅡ 菊野直子、橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅰ 橋本光康

放射線治療計画に関る基礎知識 橋本光康

放射線治療の看護ケアⅠ 菊野直子、橋本光康

放射線物理学・放射線生物学概論 橋本光康

第3回
放射線防護・影響学①

＊e-learning受講（教室での授業は実施しない）
橋本光康

放射線治療機器工学・放射線治療技術学概論 橋本光康

第5回
放射線防護・影響学②

＊e-learning受講（教室での授業は実施しない）
橋本光康

授業の概要

（主題）

現在のがん治療における先端放射線治療全般について深く学び、自他職種の役割や多職種連携のためには何が
重要かを学習する

授業の到達目標
がん治療の放射線治療全般について理解できる。

放射線治療の多職種連携を考え,自他職種の役割を理解することができる。

授業計画

内容 担当

第1回
放射線腫瘍学序論

放射線治療の基礎
橋本光康

科目担当責任者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

曜日時限 選択 2 時間数

授業の形態

講義

教室での授業を収録してVOD授業として配信し、そのVOD授業の学習でも出席として認める科目です。ま
た、一部の授業が、教室では実施されず、予め収録した授業映像によるVOD授業になります。VOD授業につ
いては、必ずeラーニングシステムで学習し、確認問題に回答してください。

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん治療放射線医科学 授業開始年度 2018

― 24 ―



稲垣　誠一 科目担当者

学年 期

月曜7限 必修／選択 単位数 2 時間数 30

回数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

オフィスアワー 月曜６限（赤坂キャンパス９階 共同研究室１）

その他

参考書
縣俊彦　やさしい保健統計学　改訂第５版　南江堂　2012
その他、必要に応じて指示します。

準備学修
学修へのアドバイス

授業は、原則として教科書の章立てに沿って、パワーポイントや板書で重要ポイントを指摘しながら
進めていきます。

毎回、予習・復習を欠かさず、授業に臨んでください。

【課題等に関するフィードバック】

授業の終わりには、その日の授業の理解度を確認するために小テストを実施します。

【その他のアドバイス】

自分自身の課題などについて、授業で学んだ統計解析手法を応用してみてください。

履修条件 統計学について基礎的な知識を有していること

教科書 柳井晴夫他、SPSSによる統計データ解析入門　現代数学社　2006

第11章：ロジスティック回帰分析

【準備学習】

第12章：対数線形モデル

第13章：生存時間データの解析

授業全体のまとめ

成績評価の方法 □定期試験 □小テスト ■レポート ■授業参加姿勢 □実技試験 □実習評価 □その他（     ）
評価の基準 レポート70%、授業参加姿勢30％

第8章：因子分析

第9章：クラスター分析

第10章：判別分析

第5章：回帰分析

第6章：測定の信頼性と妥当性

第7章：主成分分析

第2章：データ要約（つづき）

第3章：統計的推論

第4章：分散分析

イントロダクション、第1章：SPSSの基本的使い方

第2章：データ要約

内容 担当

授業計画

授業の概要
医療・看護・公衆衛生（public health)分野の量的研究の基礎方法論である生物統計学（biostatistics)につい
て、
入門および多変量解析の講義を行なう。単なる数式の運用・ブラックボックス的応用ではなく、ヒトを扱う以上
不可避なバラツキの中で、いかに効率的にデータを収集し解析し解釈するか、基礎的考え方を重視する。

（主題）

授業の到達目標

１．バイアスと誤差的バラツキについて理解する。

２．医学研究における主なバイアス（選択バイアス・情報バイアス・交絡バイアス）について説明できる。

３．バイアスのコンロトール手法である無作為抽出とランダム化について混同なく理解する。

４．評価の信頼性と妥当性について理解し、それらの確認手法について基礎を理解する。

５．検査の感度と特異度について理解し、検査結果を正しく解釈できる。

６．データの記述について、要約統計量（生存曲線を含む）を正しく理解する。

７．検定手法について考え方（α過誤、β過誤、サンプルサイズの設定）を理解し、代表的手法について活用でき
る（ｔ検定、χ2乗検定、Fisher直接確率検定、ログランク検定）。

８．代表的な多変量解析についてその基礎と応用上の注意点について理解する。

科目担当責任者

学科 共通 １．２年 後期

曜日時限 選択

授業の形態 講義

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス）

科目名 医療統計 授業開始年度 2018

キャンパス 大学院
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山本　康弘 科目担当者

学年

水曜6限 必修／選択 単位数 30時間

回数

第3回
第4回
第5回
第6回

第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

オフィスアワー
メール（山本康弘 yamamoto@iuhw.ac.jp、伊藤由美 yumi@iuhw.ac.jp、坂本千枝子 chieko@iuhw.ac.jp）にて随
時受け付ける。

その他

教科書 特に指定しない。

参考書 必要に応じて指示する。

履修条件

1月9日　チーム医療としてのがん登録 坂本千枝子

1月16日　まとめ 山本康弘

成績評価の方法 課題レポート

評価の基準 課題レポート100％

準備学修
学修へのアドバイス

病院現場における診療情報管理業務の概要を理解することが重要です。

12月5日  日本と世界のがん対策 坂本千枝子

12月12日　がん対策としてのがん登録① 坂本千枝子

12月19日　がん対策としてのがん登録② 坂本千枝子

第9回
11月21日　診療録管理体制加算に求められる診療情報管理のあり方①

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

第10回
11月28日　診療録管理体制加算に求められる診療情報管理のあり方②

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

第7回
11月 7日　診療部門・看護部門と診療情報

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

第8回
11月 14日　管理部門と診療情報

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

10月17日　多職種で行う診療記録の監査 伊藤由美

10月24日　診療情報管理におけるコーディング① 伊藤由美

10月31日　診療情報管理におけるコーディング② 伊藤由美

第2回
10月3日　チーム医療における診療情報管理

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

10月10日　チーム医療に役立つ診療記録の記載方法 伊藤由美

授業計画

内容 担当

第1回
9月26日　医療環境の変化と診療情報管理者の役割

＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）
山本康弘

授業の概要

（主題）

本科目は、医療機関における診療情報管理部門の組織的位置付けを理解したうえで、診療記録の管理や
活用、がん登録に関する仕組みなど多職種間連携に重要となる診療情報管理業務について学習する。

授業の到達目標

1.　診療情報管理業務の概要について理解できる。（講義1・2）
2.  診療記録が多職種間連携に有用であることを理解できる。（講義3・4）
3.  診療情報管理におけるコーディングについて理解できる。（講義5・6）
4.  病院組織における診療情報管理のあり方について理解できる。（講義7・8・9・10）
5.  がん登録の仕組みと実務について理解できる。（講義11・12・13・14）

曜日時限 選択 2 時間数

授業の形態 講義

科目担当責任者 坂本　千枝子、伊藤　由美

学科 診療情報管理・分析学分野 博士課程1年 期 後期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 診療情報管理学 授業開始年度 2018
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坂本　千枝子 科目担当者

学年

集中講義 必修／選択 単位数 30

・演習・討議は、東京赤坂キャンパスでの対面授業になります。

対面授業に出席 しない場合は、単位認定できません。必ず出席するようにしてください。

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

その他 がんプロ第3期の選択科目「がん診療の基礎知識」の読み替え元の科目です。

 3限301教室、4・5限401教室で演習・討議を行います。必ず教室での授業に出席してください。

教科書 特に指定しない。講義資料はその都度配布する。

参考書 国際疾病分類　腫瘍学（第3版 3.1版）厚生統計協会、TNM悪性腫瘍の分類（第8版：日本語版）金原出版

オフィスアワー 質問はメール（chieko@iuhw.ac.jp)等と教室授業の前後に随時受け付ける。

学修へのアドバイス
国立がん研究センターのHPにある情報を参照

履修条件
がん登録コース：必修

その他のコース：選択

準備学修

がん対策としてのがん登録 坂本　千枝子

院内がん登録情報の活用 岩本　桃子

第13～
15回

07/28(土)　3～5時限（13：00～17：50）集中講義
坂本　千枝子

成績評価の方法 eラーニングシステム上の確認問題と課題、レポート

評価の基準 eラーニングシステム上の確認問題と課題の内容30％、期末レポート70%

乳がん 山下　浩二

肺がん 林　和

がん患者の尊厳と支援 坂本　千枝子

肝がん 海老沼　浩利

第8～12回
06/18(月) ～07/22(日)　eラーニングシステム学修期間

eラーニングシステムによる学修になります。教室での授業はありません。

がんの地域連携クリティカルパス 武藤　正樹

胃がん  片岡   幹統

大腸がん  似鳥   修弘

我が国のがん疾患の現状 坂本　千枝子

我が国のがん対策の動向 坂本　千枝子

がんの基礎知識 冨田　裕彦

授業計画

内容 担当

第1～7回
04/23(月) ～06/10(日)　eラーニングシステム学修期間

eラーニングシステムによる学修になります。教室での授業はありません。

授業の概要（主題） がん診療に必要な臨床の基礎知識を学び、日本のがん対策の一つであるがん登録を通して診療情報の活用を学ぶ。

授業の到達目標

1．がん対策基本法に基づいた我が国のがん対策について説明できる。

2．院内がん登録の5部位（胃・大腸・肝・肺・乳房）の解剖と生理、症状や検査、治療について学ぶ。

3．がん対策としてのがん登録の目的と仕組みが理解できる。

4．診療情報としてのがんデータの活用方法を提案できる。

曜日時限 必修または選択 2 時間数

授業の形態

講義（VOD）と演習・討議

・ 講義（VOD）は教室では実施しません。予め収録した授業映像によるVOD授業になります。学修期間内に

必ずeラーニングシステムで学修し、確認問題に回答してください。

科目担当責任者 武藤　正樹

学科 診療情報アナリスト養成分野 修士1年 期 前期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん診療の基礎知識 授業開始年度 2018
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科目担当者

学年 1年・2年

火曜6限 必修／選択 単位数 2 30時間

回数

9月25日

10月2日

10月9日

10月16日

10月23日

10月30日

11月6日

11月13日

11月20日

11月27日

12月4日

12月11日

12月18日

1月8日

1月15日

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） 大学院

科目名 臨床心理学概論 授業開始年度 2018

キャンパス

科目担当責任者

学科 共通 期 後期

亀口　憲治
小畠　秀吾、波田野　茂幸、小野寺　敦志、白井　明美、鹿島　晴
雄、飯長　喜一郎、青木　万里、村上　正人

曜日時限 選択 時間数

授業の形態 講義

授業の概要
(主題）

臨床心理学の内容について，実践例を含めた講義を通して，多面的に学ぶことで，臨床心理学の活動分野
と活動内容のイメージを具体的に持つ。各臨床領域での臨床心理の活動の実際を知ることで，医療福祉専
門職の受講生が，臨床心理士との他職種連携を行っていく際の，臨床心理学の専門職の理解の一助とす
る。合わせて，臨床心理学的知見を，自身の専門分野に生かしていくヒントを得る機会とする。

授業の到達目標

１．臨床床心理学の活動分野と活動内容のイメージを具体的に持つことができる。

２．各臨床領域での臨床心理の活動の実際を知る。

３．臨床心理学的知見を，自身の専門分野に生かしていくヒントを得ることができる。

授業計画

内容 担当

オリエンテーション/臨床心理学の目的と役割 亀口　憲治

個人、家族、そして集団をつなぐ臨床心理学 亀口　憲治

脳の器質障害による精神症状　―認知症ほか― 鹿島　晴雄

統合失調症の特異的症状 鹿島　晴雄

子どものこころと遊びの世界 波田野　茂幸

思春期のこころの理解 波田野　茂幸

認知症の本人理解・介護家族の理解と支援 小野寺　敦志

非行・犯罪の心理　どのように理解するか 小畠　秀吾

非行・犯罪の心理　どのように再犯を予防するか 小畠　秀吾

不安とどのように付き合うとよいか 青木　万里

成績評価の方法 最終レポートによる評価とする

犯罪被害者等のトラウマとそのケア 白井　明美

心身のストレスを低減する理論と技法 村上　正人

愛着の発達と障害 飯長　喜一郎

子育て支援 飯長　喜一郎

悲嘆の心理とグリーフケア 白井　明美

評価の基準 期末レポート評価（100％）

準備学修

学修へのアドバイス
講義資料の読み込み，自筆ノート作成を行うこと。復習を定期的に行うこと。

履修条件

教科書 授業中に適宜紹介する。

参考書 授業中に適宜紹介する。

オフィスアワー

東京キャンパス利用の院生は，各授業の教員とメール等で日程調整の上で行うこと。

東京キャンパス外の遠隔学習の院生は，各授業の教員にメールにてやり取りする。なお，質問内容は簡
潔，明瞭に
まとめるように心がけること。

科目調整担当　白井　火曜日３限

その他
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キャンパス

科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 1 15

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

その他

教科書 必要に応じて紹介

参考書 必要に応じて紹介

オフィスアワー 水曜日・5限。メールでの問い合わせも可

成績評価の方法 レポートに基づいて評価する。

評価の基準
レポートに基づいて評価する。レポートの成績は、秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、
可（69～60点）、不可（59点以下）とし、秀・優・良・可を合格とする。

準備学修

学修へのアドバイス
各講義では、レポート課題を課して、予習・復習を促す。

履修条件
がんプロ

理学療法学分野、医療福祉教育・管理分野

第8回 総合討議
丸山仁司

原　毅

頭頸部がん・乳がんに対する理学療法（周術期） 原　毅（国福大）

放射線治療・化学療法における理学療法 石井貴弥（三田病院）

緩和ケアにおける理学療法 松本恭平（三田病院）

消化器がんに対する理学療法（周術期） 原　毅（国福大）

呼吸器がんに対する理学療法（周術期） 小暮英輔（三田病院）

転移性骨腫瘍に対する理学療法 飯島進乃（国福病院）

授業計画

内容 担当

総論：がんリハビリテーションにおける理学療法の位置づけ 草野修輔（三田病院）

がん医療において理学療法は、手術後急性期の呼吸管理や早期離床による合併症予防、がん治療により
出現する機能障害の改善など重要な役割を担っています。しかしながら理学療法の介入内容は、がんの病
期や罹患部位により異なり、理学療法の治療目標もがん患者の全身状態や予後に大きく左右されます。が
ん患者へ理学療法を提供鵜する際には、適切に理学療法の適応か否かを判断することが、がん患者の
Quality of Life向上に重要と考えます。本科目では、がん医療における理学療法位置づけと各病期や各がん
治療、治癒後に出現する機能障害に対する理学療法について講義します。

授業の到達目標

1.がん医療における理学療法の位置づけが説明できる。

2.各病期および各がん治療における理学療法の治療目標が説明できる。

3.がん罹患部位により出現する機能障害と理学療法の介入内容について説明できる。

授業の概要
（主題）

曜日時限 選択 時間数

授業の形態
この科目の授業は、VOD授業です。

VOD授業は必ずeラーニングシステムで学習してください。

科目担当責任者

学科

【分野】

がんプロ、理学療法学分野、
医療福祉教育・管理分野

学年 1・2年次 期 後期

丸山　仁司

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス）

科目名 がん理学療法学 2018授業開始年度

大学院
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科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 15時間

回数

評価の基準 課題レポート100%

オフィスアワー 随時受け付ける。

その他 特になし。

教科書 特に指定しない。

参考書 特に指定しない。

成績評価の方法 課題レポート

準備学修

学修へのアドバイス
積極的に授業内の討議に参加すること。

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

保健医療学部　助教 野﨑　智仁

保健医療学部　助教 渡邉　清美

第8回 小児がんと向き合う作業療法②
国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 渡邉　清美

第6回 個人因子・環境因子へのアプローチ　緩和ケア、終末期における支援
国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 白砂　寛基

第7回
小児がんと向き合う作業療法①

～母の語りから考える医療機関における作業療法士の役割～

国際医療福祉大学

第2回 心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法①（身体機能を中心に）
国際医療福祉大学三田病院

リハビリテーション室  安西 恵理

第3回 心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法②（精神・心理機能を中心に）
国際医療福祉大学熱海病院

リハビリテーション室　関　淳子

第4回 活動・参加へのアプローチ①　ADL、退院への支援
国際医療福祉大学三田病院

リハビリテーション室 松本　大典

第5回 活動・参加へのアプローチ②　地域生活、就労への支援
国際医療福祉大学

授業計画

内容 担当

第1回

国際医療福祉大学大学院

作業療法学分野責任者

谷口　敬道

総論
がんと作業療法　～ICFの概念図に基づく「がんの障害像」と作業療法について～

がん患者に関する作業療法の役割は、術後の機能障害の回復・軽減から、代償手段の獲得、環境調整によるADL、
IADLといった活動の制限や、就労及び地域生活への定着といった参加制約へのアプローチなど多岐にわたる。また、
終末期ではよりよい作業が苦しみの昇華の手段であったり、人々との心のつながりを持つ梯になり、これらの場合の
作業は、機能改善の手段でもなく、それ自体が獲得されるべき目標でもなく、よりよい人生の時間の実現という意味を
持つ。本講義では、がん患者に関する作業療法のさまざまな役割について講義する。

授業の到達目標

1.作業療法の職域を理解し、がん患者のチーム医療・ケアの一員として必要性を理解できる。

2.周術期における作業療法の役割を理解できる。

3.がん患者の活動制限、参加の制約に関する作業療法の役割を理解できる。

4.緩和ケア、終末期における作業療法の役割を理解できる。

5.ライフステージに対応した作業療法の役割を理解できる。

授業の概要
(主題）

授業の形態
この科目はＶＯＤ授業です。

ＶＯＤ授業は、eラーニングシステムで学習してください。

科目担当責任者

学科 ライフステージ／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

曜日時限 選択 1 時間数

谷口　敬道

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん作業療法学 授業開始年度 2018
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大澤　進 科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 15時間

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。

その他

教科書 なし

参考書 適時紹介する

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

成績評価の方法 レポート

評価の基準 レポート100%

準備学修

学修へのアドバイス
事前・事後、関連する先行研究をあたる等、学修を主体的にすすめることとする。

がん細胞を見つける細胞診検査／医療現場での細胞診検査 池田  勝秀

がんの発生と対策を世界規模で考える 工藤  芳子

がん患者における相対生存率とその課題 佐藤  正一

がん関連代謝産物の測定法と酵素活性 大澤　進

造血器腫瘍の臨床検査（血液形態・免疫・遺伝子学的検査） 木村  明佐子

感染症と悪性新生物（感染症起因がん） 竹内  啓晃

担当

がん発症の分子生物学的メカニズムと遺伝学的検査法／遺伝子検査やゲノム検査がもたらす「がん
ゲノム医療」

山口 良考

各種がんマーカーの検査の種類と検出感度 清宮  正徳

「がん」と病理検査 梅宮 敏文

がん遺伝子の検査法と関連する酵素代謝とその代謝産物を理解し、その測定法を理解することができる

各種がん細胞の形態学的特徴と免疫細胞化学的検査法、そしてがん細胞解析を理解することができる

がんと病原微生物の関連性とその微生物検査法を理解することができる

超音波検査による各種がんの検査法を理解することができる

各種がんのバイオマーカー検査とその免疫学的検査法を理解することができる

授業計画

内容

曜日時限 選択 1 時間数

授業の形態
この科目はＶＯＤ授業です。

ＶＯＤ授業は、eラーニングシステムで学習してください。

授業の概要

（主題）

各種がんの代謝、形態学そして画像読影に関連するがんの各種検査法について学び、同時に良性疾患との違いについ
て理解する。

授業の到達目標

がんと正常細胞の形態と代謝を理解することができる

科目担当責任者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん臨床検査学 授業開始年度 2018
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大学院

2018

学年

単位数 45時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

科目名

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者 高橋　克仁

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度がんゲノム解析実習（アドバンス）

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 後期

授業の到達目標

①がんゲノム解析を含めたセカンドオピニオン診療の流れを理解する

②セカンドオピニオン外来を実施する際に気をつけるべき点を理解する

⑤がんゲノム解析の実際を体験し、その方法論を理解する

⑥がんゲノム解析に基づくPrecision Medicineの意義について理解する

③網羅的ゲノム解析によりアクシデンタルに遺伝性腫瘍の原因遺伝子が発見されることのリスクを理解する

④遺伝性腫瘍に対する遺伝カウンセリングの実際を研修し、カウンセリングの必要事項を理解する

時間数

授業の形態 実習

授業の概要
（主題）

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターにおいて、がんゲノム医療に関するセカンドオピニオンの見学、入院診療の
見学、遺伝子解析プロセスの体験実習を行う。実習は原則週に2日間の終日をもちいて行い、既定の時間数を満たすも
のとする。

曜日時限 実習 必修／選択 選択 １

授業計画

内容

オリエンテーション、ケーススタディ　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

セカンドオピニオン外来見学実習　（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

病棟診療見学実習　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

セカンドオピニオン外来見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習　（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

病棟診療見学実習（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

セカンドオピニオン外来見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

病棟診療見学実習（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、高橋

ゲノム解析体験実習　（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋

遺伝カウンセリング見学実習（国際医療福祉大学三田病院肉腫センター） 樋口、高橋、四元

成績評価の方法 レポート、ディスカッション

評価の基準 レポート内容及びディスカッション時の発表

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

積極的に実習、ディスカッションに参加すること。

オフィスアワー 実習の前後、またはメールにて随時受け付ける

その他

履修条件
「ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース」において必修科目を履修することに加えて、さらなる実
習を希望する場合に選択可能である。

教科書 新臨床腫瘍学　改訂第4版（南江堂）、デヴィータ　がんの分子生物学　第2版（メディカルサイエンスインターナショナル）

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第2版（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第7版（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）
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大学院

2018

学年

単位数 90時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

オフィスアワー 実習の前後、またはメールにて随時受け付ける

その他

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書
新臨床腫瘍学　改訂第４版　（南江堂）、
デヴィータ　がんの分子生物学　第２版　（メディカルサイエンスインターナショナル）

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第２版　（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第７版　（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）

成績評価の方法 レポート、ディスカッション

評価の基準 レポート内容及びディスカッション時の発表

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

積極的に実習、ディスカッションに参加すること。

外来実習、病棟実習、キャンサーボード　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

シンポジウム参加と省察　（国際医療福祉大学大学院東京赤坂キャンパス）

ワークショップ参加と省察　（国際医療福祉大学大学院東京赤坂キャンパス）

外来実習、病棟実習、消化器センターカンファレンス（外科）　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、消化器センターカンファレンス（内科）　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、手術見学　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病院実習、消化器センターカンファレンス（内科）（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、手術見学　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、手術見学　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、消化器センターカンファレンス（内科）　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、手術見学　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病院実習、消化器センターカンファレンス（外科）（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、手術見学　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

授業計画

内容

オリエンテーション、外来実習、病棟実習　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

外来実習、病棟実習、消化器センターカンファレンス（外科）　（国際医療福祉大学三田病院） 樋口、中世古、池田、大東、林

時間数

授業の形態 実習

授業の概要
（主題）

国際医療福祉大学三田病院において、がん薬物療法の見学、手術見学、外来見学、セカンドオピニオン外来の見学、
入院診療の見学、を行う。症例検討カンファレンスへの参加、シンポジウム・ワークショップへの参加を通じて、主体的に
実習を行う。実習は原則平日の終日をかけて行い、既定の時間数を満たすものとする。

曜日時限 実習 必修／選択 選択 2

授業の到達目標

①がん診療（希少がん診療を含む）における、診断、治療方針決定、治療の実際を見学し、理解する

②進行がんにおける緩和的薬物治療の目的、緩和的手術治療の意義を理解し、長期的治療計画を立案できる

⑤カンファレンス、キャンサーボード、シンポジウム、ワークショップに参加し、積極的に議論に参加できる

③がん診療を受ける患者・家族の身体的・精神的・社会的ニーズを理解し、提供方法を積極的に提案できる

④各職種の立場から評価を行い、チーム全体でサービス計画を立案できる

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 後期

科目名

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者 高橋　克仁

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度臨床腫瘍学診療実習
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2018年度　コース履修者数・修了者一覧　※コース開設：2018年度

ライフステージ（修業年限2年）／ ゲノム（修業年限1年） 履修者数 修了対象者数 修了者数

ライフステージ ― ―

医療福祉学研究科 ― ―

保健医療学専攻 ― ―

看護学分野 ― ―

特定行為看護師養成分野 ― ―

理学療法学分野 ― ―

作業療法学分野 ― ―

言語聴覚分野 ― ―

放射線・情報科学分野 ― ―

福祉支援工学分野 ― ―

生殖補助医療胚培養分野 ― ―

医療福祉経営専攻 ― ―

医療経営管理分野 ― ―

医療福祉ジャーナリズム分野 ― ―

先進的ケア・ネットワーク開発研究分野 ― ―

臨床心理学専攻 ― ―

薬科学研究科 ― ―

生命薬科学専攻 ― ―

生命薬学分野 ― ―

薬学研究科 ― ―

医療・生命薬学専攻 ― ―

ゲノム

医療福祉学研究科

保健医療学専攻

放射線・情報科学分野

臨床検査学分野

災害医療分野

臨床検査学分野

医学研究科

公衆衛生学専攻

疫学・社会医学分野

医学研究科

医学専攻

基礎医学研究分野

臨床医学研究分野

総計

2018年度
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2018年度　コース履修者数・修了者一覧　※コース開設：2018年度

ライフステージ（修業年限2年）／ ゲノム（修業年限1年） 履修者数 修了対象者数 修了者数

ライフステージ ― ―

医療福祉学研究科 ― ―

保健医療学専攻 ― ―

看護学分野 ― ―

特定行為看護師養成分野 ― ―

理学療法学分野 ― ―

作業療法学分野 ― ―

言語聴覚分野 ― ―

放射線・情報科学分野 ― ―

福祉支援工学分野 ― ―

生殖補助医療胚培養分野 ― ―

医療福祉経営専攻 ― ―

医療経営管理分野 ― ―

医療福祉ジャーナリズム分野 ― ―

先進的ケア・ネットワーク開発研究分野 ― ―

臨床心理学専攻 ― ―

薬科学研究科 ― ―

生命薬科学専攻 ― ―

生命薬学分野 ― ―

薬学研究科 ― ―

医療・生命薬学専攻 ― ―

ゲノム

医療福祉学研究科

保健医療学専攻

放射線・情報科学分野

臨床検査学分野

災害医療分野

臨床検査学分野

医学研究科

公衆衛生学専攻

疫学・社会医学分野

医学研究科

医学専攻

基礎医学研究分野

臨床医学研究分野

総計

2018年度

 
 

Ⅲ.行事活動 
 

 

１．一般市民公開講座 

２．多職種協働市民公開シンポジウム 

３．がんプロフェッショナル養成のための 

教育ワークショップ 

４．映像教材の開発  
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Ⅲ-1.一般市民公開講座 
      

平成 30 年 8 月 5 日 
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銀座線・丸ノ内線「赤坂見附駅」Ａ出入口より徒歩3分

多職種協働で取り組むこれからの

がん診療：乳がん・小児がんを中心に

【お申込み・お問合せ先】

●申込締切： ８月 ２日（木） 必着
●申込方法： Email または FAX

①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②連絡先（Tel/Email）、③同伴者氏名

（同伴者がいる場合）をご記入のうえ、

下記宛Email または FAXでお申し込みください。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局

Tel: 03-5574-3900 Fax : 03-5574-3901

Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp

日時:平成３０年８月５日(日)１３：００～１５：４０（開場１２：３０）

会場:国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス ３階多目的ホール
〒107-8402 東京都港区赤坂4丁目1-26

対象:一般市民、医療関係者、学校関係者、学生・大学院生

文部科学省事業 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」

国際医療福祉大学大学院 一般市民公開講座

開会挨拶（13：00～13：05） 三浦 総一郎 国際医療福祉大学大学院長

講 演（13：05～15：15）

13：05～13：35 堀口 淳 国際医療福祉大学 医学部 乳腺外科学主任教授

「乳がん治療：がん治療とワークライフバランス」

13：35～14：05 嶋田 博之 慶應義塾大学 医学部 小児科

「小児がん治療：ライフステージを見据えた治療の重要性」

（休憩）

14：15～14：45 高橋 克仁 国際医療福祉大学三田病院 肉腫センター長 教授

「がんゲノム医療の位置づけ」

14：45～15：15 吉田 由美子 NPO法人サクセスこども総合基金 SUCCESS 事務局長

「小児がん診療における患者支援と支援者支援」

（休憩）

質疑応答（15：20～15：30）

総括：アンサーパッドを使って（15：30～15：40）
樋口 肇 国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

座
長

【プログラム】 樋口 肇 国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

渕本 康史 国際医療福祉大学 医学部 小児外科学主任教授

参加
無料

定員
70名
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Q3：小児がん治療後の生活で心配なことは？（複数可）

Q2：本日の講演を聞いて「支援者支援」の重要性が理解できましたか？
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60%

37%
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3.良くわからなかった

2.理解できたが、まだ知りたいことが
たくさんある

1.大変良く理解できた
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37%
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5.その他

4.結婚

3.就職・働き方

2.妊孕性

1.再発の不安
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5.その他

4.結婚

3.就職・働き方

2.妊孕性

1.再発の不安
Q4：ご自身が就労年齢でがんになった場合、仕事を続けたいと思います
か？

Q5：現在の日本社会の現状をどう思いますか？

（がん治療のため2週に1回程度通院が必要な場合、働き続けることは
出来る？）

0%

41%

41%

19%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

4.わからない

3.病気になったとしても今の仕事や
キャリアを維持したい

2.仕事は休みたいが、収入を維持しな
ければならないので休めない

1.仕事を休んで治療に専念したい
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48%

13%

13%
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4.そう思わない

3.どちらかといえばそう思わない

2.どちらかといえばそう思う

1.そう思う

Q1：「支援者支援」という言葉を知っていましたか？
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3.知らなかった

2.言葉は知っていたが、意味は良く分
からなかった（または間違って理解し

ていた）

1.知っていた

アンサーパッド

を使って

国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学主任教授 樋口 肇
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Q6：働きながらがん治療を受けることについて心配なこと
（複数可）

Q7：がんに対する遺伝子検査について
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1.職場の病気に対する理解

7%

7%

43%

43%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%
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3.遺伝子を調べることは抵抗がある

2.将来の診療につながる研究としても
積極的に行うべき

1.診断や治療に必要な検査ならば積極
的に行うべき
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国際医療福祉大学大学院　一般市民公開講座

日　時： 平成30年8月5日　13：00～15：40　　

テーマ：多職種協働で取り組むこれからのがん診療：乳がん・小児がんを中心に

■参加　61名

■アンケート回答状況　提出：41名　提出率：67.2％ 

■アンケート結果集計

①区分 １　一般参加 26 63.4%

２　国際医療福祉大学グループ

教職員・院生・学部生 15 36.6%

合計 41 100.0%

②性別 １　男 12 29.3%

２　女 29 70.7%

合計 41 100.0%

③年齢 １　１０代 0 0.0%

２　２０代 4 9.8%

３　３０代 7 17.1%

４　４０代 8 19.5%

５　５０代 20 48.8%

６　６０代 1 2.4%

７　７０代以上 1 2.4%

合計 41 100.0%

④職業 １　院生（博士課程） 10 19.6%
　（複数可） ２　院生（修士課程） 1 2.0%

３　学部生 0 0.0%

４　教員 4 7.8%

５　医師 3 5.9%

６　看護師 6 11.8%

７　薬剤師 3 5.9%

８　診療放射線技師 1 2.0%

９　なし 4 7.8%

10　その他 19 37.3%

患者家族

会社員

製薬会社

製薬会社　品質保証

事務

ＩＴ企業マーケティング

保育士

理学療法士

作業療法士

福祉関係

ソーシャルワーカー

ケアマネージャー

介護支援専門員

鍼灸師

平成30年度　アンケート結果集計

場　所： 国際医療福祉大学　東京赤坂キャンパス　3階　多目的ホール
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臨床心理士

がんゲノム検査コーディネーター

医療アシスタント

研究補助員

合計 51 100.0%

⑤所属（任意）金沢大学附属病院　乳腺化・産婦人科

聖マリアンナ医科大学　難病治療研究センター

北九州市立八幡病院　小児救急センター

山王病院　外来　看護師

国際医療福祉大学病院　乳腺外科　医師

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻　放射線・情報科学分野

国際医療福祉大学大学院　博士課程　医療福祉学研究科　保健医療学専攻

国際医療福祉大学大学院　博士課程　薬学研究科　医療・生命薬学専攻　国際医療福祉大学病院薬剤

国際医療福祉大学大学院　博士課程　薬学研究科　医療・生命薬学専攻

国際医療福祉大学　小田原保健医療学部　看護学科

⑥本日の一般市民公開講座に参加したきっかけは何ですか。（複数可）

１　本学大学院のホームページを見て 8 14.0%

2　大学院のフェイスブック・ツイッターを見て 4 7.0%

3　公共施設(図書館・区役所等)の案内を見て 1 1.8%

4　新聞広告を見て(読売新聞) 3 5.3%

5　新聞広告を見て(朝日新聞) 8 14.0%

6　本学関連病院の案内を見て 0 0.0%

7　乃木坂スクールの案内を見て 3 5.3%

8　同窓会（マロニエ会）の案内を見て 0 0.0%

9　家族・知人に聞いて 4 7.0%

10　指導教員・上司に聞いて 1 1.8%

11　学内掲示を見て 0 0.0%

12　大学院用ｗｅｂ掲示板を見て 1 1.8%

13　本学がんプロからのメールを見て 17 29.8%

14　テーマがよかったから 2 3.5%

15　講師がよかったから 2 3.5%

16　その他（具体的に） 3 5.3%

先生の授業での紹介

がんプロ必修科目として参加

患者様との接点があると思った。来年から小児がんにおいて移植治療が始まるため

合計 57 100.0%

⑦本日の一般市民公開講座の内容について、ご理解いただけましたか。

１　よく理解できた 23 56.1%

２　理解できた 16 39.0%

３　どちらともいえない 1 2.4%

４　理解できなかった 0 0.0%

５　無回答 1 2.4%

合計 41 100.0%

（ご意見）理解できた内容もあったが内容が難しいスライドや説明が早く追いつかなかった。
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⑧本日の一般市民公開講座に、ご満足いただけましたか。

１　とても満足 19 46.3%

２　満足 18 43.9%

３　ふつう 3 7.3%

４　不満 1 2.4%

５　無回答 0 0.0%

合計 41 100.0%

⑨本日の一般市民公開講座に対するご意見、ご感想をご自由にお書きください。

　　　　◆一般参加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

⑩ご来場いただいたご本人およびご家族、ご友人についてお伺いいたします。（複数可）

　　　　がん治療について

１　闘病中の方がいる

１　ご自身 0

２　ご家族 6

３　ご友人 5

合計 11

２　闘病経験のある方がいる

１　ご自身 2

２　ご家族 16

３　ご友人 6

合計 24

３　がんで亡くなられた方がいる

１　ご家族 11

２　ご友人 6

合計 17

４　特に該当しない 3

５　無回答 5

堀口先生の乳がんに関する説明がわかりやすかった。がんについてどんどん進歩している
ようなので今後も研究してほしいし、一般の人にも説明をしてほしいと思います。

4人の先生の分かりやすい話で、勉強になしました。

専門的事項をわかりやすく講義され、市民公開講座でふさわしい内容であった。

ゲノム解析のお話がわかりやすく、これまで難しさを感じていた苦手意識が少し減りました。

ワークライフバランスについてもう少し詳しい現状と今後の対策、生活のヒント等をお聞きし
たかった。

これからも定期的に開催していただけると嬉しいです。

　　　　◆国際医療福祉大学グループ

医療の進歩だけでなく、社会的な動きについて理解することができました。

建物も新しくきれいで医療に興味があるし医学の最新情報も知りたい。

患者は過度に期待してしまいがちではないでしょうか。患者サイドが、知りたいことを上手に

医療者に伝えて、満足のいく治療を受けていくことの難しさを改めて感じました。

小児がん診療における患者支援は小児がんに関する内容が少なくテーマとズレている感じ
がありました。

質疑応答の計画・進行が問題（充分な時間を取った上でスケジュールを出してほしい）。

各講演がコンパクトにまとまっていて良かったと思います。

ゲノム医療、ＡＹＡ世代のがんサバイバーに関する話、それらの基盤となる話を聞けたのが
良かったです。

11人に１人が羅患する乳がんから希少疾患のがんまで広範囲な話題でがん治療の実際や
最近の進歩が分かった。小児医療に関するゲノム医療の展開等、もう少し多くの事例で知
りたかったです。
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⑪本学がんプロの講演に何回程度お越しいただいていますか。

１　１回 33 80.5%

２　２回 1 2.4%

３　３回以上 3 7.3%

４　無回答 4 9.8%

合計 41 100.0%

１　次回以降の案内状希望者 13

２　無回答 13

合計 26

以上

⑫本学がんプロの開催案内を今後希望される方は、ご案内の送付先をご記入ください。（一般参加者のみ）
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Ⅲ-2.多職種協働市民 

公開シンポジウム 
      

平成 30 年 10 月 21 日 
  

 

 

 
（NPO法人がんノート 代表理事 岸田徹先生）  
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銀座線・丸ノ内線「赤坂見附駅」Ａ出入口より徒歩3分

がん治療と生活

両立への支援に向けて

【お申込み・お問合せ先】

●申込締切： １０月 １８日（木） 必着
●申込方法： Email または FAX

①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②連絡先（Tel/Email）、③同伴者氏名

（同伴者がいる場合）をご記入のうえ、

下記宛Email または FAXでお申し込みください。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局

Tel: 03-5574-3900 Fax : 03-5574-3901

Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp

日時:平成３０年１０月２１日(日) １３：００～１６：３０

会場:国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス ３階３０２・３０３教室
〒107-8402 東京都港区赤坂4丁目1-26

対象:一般市民、医療関係者、学校関係者、学生・大学院生

文部科学省事業 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」

国際医療福祉大学大学院 多職種協働市民公開シンポジウム

●開会挨拶： 三浦 総一郎 国際医療福祉大学大学院長

●講 演： 樋口 肇 国際医療福祉大学三田病院 消化器化学療法部長

「臨床医の立場から：働きながらがん治療を受ける」

岸田 徹 NPO法人がんノート 代表理事

「AYA世代当事者の立場から：生活との両立支援への期待」

根岸 茂登美 藤沢タクシー株式会社 代表取締役

「事業主の立場から：仕事と両立支援の現実」

山谷 佳子 国立がん研究センター がん対策情報センターがん医療支援部 研究員（臨床心理士）

「心理士の立場から：当事者と支援者の橋渡し-AYA世代の悩み-」

佐藤 真由美 埼玉医科大学大学院 看護学研究科 教授

「看護師の立場から：婦人科がんに罹患した女性労働者への両立支援」

●グループディスカッション：

●総合討論：

【プログラム】

参加
無料

事前
申込

総合司会： 荒木田 美香子 国際医療福祉大学大学院 看護学分野責任者 教授

座 長： 矢ヶ崎 香 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 准教授

亀口 憲治 国際医療福祉大学大学院 臨床心理学専攻主任 教授
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国際医療福祉大学大学院　多職種協働市民公開シンポジウム

日　時： 平成30年10月21日　１3：００～１6：30　　

テーマ：がん治療と生活～両立への支援に向けて～

■参加　62名

■アンケート回答状況　提出：41名　提出率：66.1％ 

■アンケート結果集計

①区分 １　一般参加 23 56.1%

２　国際医療福祉大学グループ

教職員・院生・学部生 18 43.9%

合計 41 100.0%

②性別 １　男 16 39.0%

２　女 25 61.0%

合計 41 100.0%

③年齢 １　１０代 0 0.0%

２　２０代 4 9.8%

３　３０代 6 14.6%

４　４０代 9 22.0%

５　５０代 12 29.3%

６　６０代 4 9.8%

７　７０代以上 6 14.6%

合計 41 100.0%

④職業 １　院生（博士課程） 9 17.3%
　（複数可） ２　院生（修士課程） 5 9.6%

３　学部生 1 1.9%

４　教員 6 11.5%

５　医師 3 5.8%

６　看護師 3 5.8%

７　薬剤師 3 5.8%

８　診療放射線技師 2 3.8%

９　なし 7 13.5%

10　その他 13 25.0%

理学療法士　×2名

ソーシャルワーカー

鍼灸師

会社員　×3名

会社員　人事部

公務員(事務職）

生命保険会社

パート

大学院修了生　×2

合計 52 100.0%

平成30年度　アンケート結果集計

場　所： 国際医療福祉大学大学院　東京赤坂キャンパス　3階　302・303教室
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⑤所属（任意）成育医療研究センター、国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　理学療法学分野

国際医療福祉大学三田病院

国際医療福祉大学　保健医療学部

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻　放射線・情報科学分野

国際医療福祉大学大学院　博士課程2年次

⑥本日の一般市民公開講座に参加したきっかけは何ですか。（複数可）

１　本学大学院のホームページを見て 8 14.0%

2　大学院のフェイスブック・ツイッターを見て 1 7.1%

3　公共施設(図書館・区役所等)の案内を見て 3 1.8%

4　新聞広告を見て(読売新聞) 0 0.0%

5　新聞広告を見て(朝日新聞) 5 14.3%

6　本学関連病院の案内を見て 3 5.3%

7　乃木坂スクールの案内を見て 1 1.8%

8　同窓会（マロニエ会）の案内を見て 0 0.0%

9　家族・知人に聞いて 1 1.8%

10　指導教員・上司に聞いて 3 5.3%

11　学内掲示を見て 1 1.8%

12　大学院用ｗｅｂ掲示板を見て 2 3.5%

13　本学がんプロからのメールを見て 17 29.8%

14　テーマがよかったから 8 14.0%

15　講師がよかったから 1 1.8%

16　その他（具体的に） 3 5.3%

がんプロ必修科目として参加

先週の市民公開講座での案内

息子の受験

合計 57 107.4%

⑦本日のシンポジウムの内容について、ご理解いただけましたか。

１　よく理解できた 30 73.2%

２　理解できた 10 24.4%

３　どちらともいえない 0 0.0%

４　理解できなかった 0 0.0%

５　無回答 1 2.4%

合計 41 100.0%

⑧本日のシンポジウムに、ご満足いただけましたか。

１　とても満足 24 58.5%

２　満足 15 36.6%

３　ふつう 0 0.0%

４　不満 0 0.0%

５　無回答 2 4.9%

合計 41 100.0%

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　臨床検査学分野　成田キャンパス医学部ゲノム医学研究所

国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 看護学科、大学院 医療福祉学研究科 福祉支援工学分野
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⑨本日のシンポジウムに対するご意見、ご感想をご自由にお書きください。

　　　　◆一般参加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

⑩ご来場いただいたご本人およびご家族、ご友人についてお伺いいたします。（複数可）

　　　　がん治療について

１　闘病中の方がいる

１　ご自身 5

２　ご家族 9

３　ご友人 6

合計 20

２　闘病経験のある方がいる

１　ご自身 4

２　ご家族 6

３　ご友人 5

合計 15

３　がんで亡くなられた方がいる

１　ご家族 13

２　ご友人 10

合計 23

４　特に該当しない 12

５　無回答 1

集検にがん検診を入れることで全体の医療費抑制につながるという視点をもっと前面に出し、
経済全体としての動機づけをした方がより実効性を伴うのではないかと感じました。

熱心な聴講者が質問していてまた参加したいと思いました。

ＡＹＡ世代とがんについての講演はとても参考になりました。

仕事とがんの両立や妊孕性について知ることができてよかった。今はこども病院に勤務してい
るので、退院し、大きくなった子たちが悩むこともあるかもしれないが、サポートしていきたいで
す。

根岸先生の話がとても印象に残りました。

患者側の意見はとてもリアルで考えさせられます。

当事者の経験を経て他社へのサポートへと視点が向くことが素晴らしく、お話が心に残りまし
た。

　　　　◆国際医療福祉大学グループ

医療従事者も患者側の声を聞くことは重要なことと感じた。

医師以外の方のお話が聞けてよかった。

臨床に近いことを知ることができた。

リハビリの一環として、臨床心理などがあるといいと感じました。（がんに限らず）

分かりやすかったです。（情報が多い時の調べ方、分かりにくかったです）。

グループディスカッションの時間が短かった。

大変参考になりました。がん患者への働き方改革、企業の理解と対応等が大切と痛感。

がん患者さんに対して助言するきわめて役に立ったと思います。

具体的で短くまとめて分かりやすい。事例がとても分かる。両立の難しさも。

企業の管理部門の立場からアンテナをいくつか立てることができ、参考になった。また個人的
な立場からとても励まされましたし、視野が広がり、気分が少し楽になった。

いろんな分野の方からの経験談が非常に参考になった。

シンポジストの方たちのパワポの資料が配布されたので、お話を聞くことに集中できたのであ
りがたかったです。

お客様に保険商品をご案内しながらがんについて周辺情報も含めて知りたいと思い、参加し
ました。別のテーマの際にも是非参加して仕事に活かしたいと思います。
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⑪本学がんプロの講演に何回程度お越しいただいていますか。

１　１回 26 63.4%

２　２回 7 17.1%

３　３回以上 3 7.3%

４　無回答 5 12.2%

合計 41 100.0%

１　次回以降の案内状希望者 15

２　無回答 26

合計 41

以上

⑫本学がんプロの開催案内を今後希望される方は、ご案内の送付先をご記入ください。（一般参加者のみ）
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Ⅲ-3.がんプロフェッショナル養成 

のための教育ワークショップ 
      

平成 30 年 12 月 9 日 
  

 

 

 
（総括講演：日本医科大学 学長 弦間昭彦先生）   
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文部科学省事業 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」

日時: 平成30年12月 9日(日) 13:00～16:55（開場12：30）

会場: 国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス 3階 多目的ホール
〒107-8402 東京都港区赤坂4丁目1-26

対象: 一般市民、医療関係者、学校関係者、学生・大学院生

開会挨拶 13：00～13：05 三浦 総一郎 国際医療福祉大学大学院 大学院長

講 演1 13：05～13：45 菅野 康吉 栃木県立がんセンターゲノムセンター がん予防・遺伝カウンセリング科 ゲノムセンター長

「がんの治療方針決定に関わる遺伝子診断の進歩と現状」

講 演2 13：45～14：25 峯岸 裕司 日本医科大学大学院医学研究科 呼吸器内科学分野 講師

「肺がん化学療法の進歩と現状」

講 演3 14：25～15：05 青木 昌彦 弘前大学大学院医学研究科 放射線腫瘍学講座 教授

「肺がんに対する定位照射の進歩と現状」

講 演4 15：05～15：45 尾上 剛士 静岡県立静岡がんセンター 放射線治療科 医長

「肺がんの粒子線治療の現状と将来展望」

（休憩）

総括講演 15：55～16：55 弦間 昭彦 日本医科大学 学長

「新テクノロジー時代の医療と肺がん診療」

国際医療福祉大学大学院 がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ

総合司会 辻 稔 国際医療福祉大学大学院薬学研究科 教授

座 長 白石 昌彦 国際医療福祉大学大学院薬学研究科 教授

橋本 光康 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科放射線・情報科学分野 教授

【プログラム】

がん薬物療法・放射線治療
最 新 の 展 望

銀座線・丸ノ内線「赤坂見附駅」Ａ出入口より徒歩3分

【お申込み・お問合せ先】＊参加費無料

●申込締切： １２月６日（木）必着

●申込方法： Email または FAX

①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②連絡先（Tel/Email）、③同伴者

氏名（同伴者がいる場合）をご記入のうえ、

下記宛Email または FAXでお申し込みください。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局

Tel: 03-5574-3900 Fax : 03-5574-3901

Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp
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国際医療福祉大学大学院　がんプロフェッショナル養成のためのワークショップ

日　時： 平成30年12月9日　13：00～16：55　　

テーマ：がん薬物療法・放射線治療の最新の展望

■参加　68名

■アンケート回答状況　提出：54名　提出率：79.4％ 

■アンケート結果集計

①区分 １　一般参加 35 64.8%

２　国際医療福祉大学グループ

教職員・院生・学部生 19 35.2%

合計 54 100.0%

②性別 １　男 26 48.1%

２　女 28 51.9%

合計 54 100.0%

③年齢 １　１０代 0 0.0%

２　２０代 13 24.1%

３　３０代 7 13.0%

４　４０代 8 14.8%

５　５０代 15 27.8%

６　６０代 6 11.1%

７　７０代以上 5 9.3%

合計 54 100.0%

④職業 １　院生（博士課程） 6 9.4%
　（複数可） ２　院生（修士課程） 8 12.5%

３　学部生 1 1.6%

４　教員 3 4.7%

５　医師 2 3.1%

６　看護師 7 10.9%

７　薬剤師 7 10.9%

８　診療放射線技師 7 10.9%

９　なし 6 9.4%

10　その他 17 26.6%

法律職

コンサルタント

鍼灸マッサージ師

会社員　×5名

製薬会社

会社顧問

生命保険会社×2名

主任介護支援専門員

無回答　×4名

合計 64 100.0%

平成30年度　アンケート結果集計

場　所： 国際医療福祉大学大学院　東京赤坂キャンパス　3階　多目的ホール
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⑤所属（任意）横河医療ソリューソンズ

栃木県がんセンター薬剤部

済生会宇都宮病院

三井生命

旭化成ファーマ㈱

国際医療福祉大学三田病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健医療学専攻

国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健医療学専攻放射線・情報科学分野　

国際医療福祉大学大学院薬学研究科

小田原センター　看護

ＩＶＨＷがんプロコース

⑥本日のワークショップに参加したきっかけは何ですか。（複数可）

１　本学大学院のホームページを見て 2 2.9%

2　大学院のフェイスブック・ツイッターを見て 0 0.0%

3　公共施設(図書館・区役所等)の案内を見て 3 4.3%

4　新聞広告を見て(読売新聞) 11 15.9%

5　新聞広告を見て(朝日新聞) 2 2.9%

6　本学関連病院の案内を見て 1 1.4%

7　乃木坂スクールの案内を見て 3 4.3%

8　同窓会（マロニエ会）の案内を見て 1 1.4%

9　家族・知人に聞いて 5 7.2%

10　指導教員・上司に聞いて 11 15.9%

11　学内掲示を見て 1 1.4%

12　大学院用ｗｅｂ掲示板を見て 1 1.4%

13　本学がんプロからのメールを見て 19 27.5%

14　テーマがよかったから 5 7.2%

15　講師がよかったから 2 2.9%

16　その他（具体的に） 2 2.9%

・がんプロ必修科目として参加

・前回参加した

合計 69 100.0%

⑦本日のワークショップの内容について、ご理解いただけましたか。

１　よく理解できた 13 24.1%

２　理解できた 26 48.1%

　　　・薬治療

３　どちらともいえない 9 16.7%

４　理解できなかった 3 5.6%

　　　・専門的すぎて一市民には単語の意味が理解できなかった。

　 　　　・難しくて分らなかった

５　無回答 3 5.6%

合計 54 100.0%

　　　・数字・データ比較が多く、理解できないほどではないが、すんなり頭に入ってこない部分がある。
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⑧本日のワークショップに満足いただけましたか。

１　とても満足 19 35.2%

２　満足 23 42.6%

３　ふつう 7 13.0%

４　不満 1 1.9%

　　　・テキストにミスプリントや抜けが多い。

５　無回答 4 7.4%

合計 54 100.0%

⑨本日のワークショップに対するご意見、ご感想をご自由にお書きください。

　　　　◆一般参加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　　　　◆国際医療福祉大学グループ

・

・

・

・

・

一般市民も対象に入っているので、もう少し技術水準を下げていただければ良かったのではと思
います。弦間先生の総括講演は丁度良かったです。

難しかったです。専門用語が多くて。時間オーバーしすぎです。

放射線治療が進歩していることがよくわかった。ＰＤ-ＬＩと化学療法の組み合わせで奏効率が向
上するのはとても興味深かった。

非常にわかりやすかったです。各がん種で行ってほしいと思いました。

ハンドアウトが扱いにくいです。

ＰＤＦのデータ公開(限定）をしてほしい。

肺がんの粒子線治療で起きる副作用についても知りたかった。

研修認定薬剤師の単位となるとなお良い。

最先端の研究をなさっている方のお話が聞けて勉強になりました。がん治療における今後の課
題について考えるきっかけになりました。

・

講演のレベルが事前に分からなかったので、内容が理解できないのは仕方ないかと思う。
先生方も専門分野なので、専門用語・イニシャルでの話が多く、理解しにくかった。

一般参加には専門的過ぎて理解は困難。

人種や遺伝子変異によって最適な治療法は異なるため、遺伝子診断の進展はとても興味深いで
す。現場での最新の治療を知ることができ、また将来の医療に大変希望が持てる貴重な時間で
した。

一般には少し難しい内容もありましたが、なかなか聞くことができないお話が聞けて良かったで
す。

専門的で難しかったが、興味深い話をたくさん聞けて良かった。

現状を良く認識できた。

慶應の先生と弘前大学の講義は分かりやすく、おもしろかった。

薬や治療の最新情報もうかがえて大変有意義でした。
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⑩ご来場いただいたご本人およびご家族、ご友人についてお伺いいたします。（複数可）

　　　　がん治療について

１　闘病中の方がいる

１　ご自身 5

２　ご家族 5

３　ご友人 6

合計 16

２　闘病経験のある方がいる

１　ご自身 3

２　ご家族 9

３　ご友人 5

合計 17

３　がんで亡くなられた方がいる

１　ご家族 17

２　ご友人 6

合計 23

４　特に該当しない 17

５　無回答 6

⑪本学がんプロの講演は何回目のご参加ですか。

１　はじめて 37 68.5%

２　２回目 9 16.7%

３　３回目以上 5 9.3%

４　無回答 3 5.6%

合計 54 100.0%

１　次回以降の案内状希望者 16

２　無回答 38

合計 54

以上

⑫本学がんプロの開催案内を今後希望される方は、ご案内の送付先をご記入ください。（一般参加者のみ）
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Ⅲ-4.映像教材の開発 
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文部科学省 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

国際医療福祉大学大学院　映像教材開発一覧

臨床腫瘍学

1 腫瘍生物学 樋口 肇 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター 消化器化学療法部長
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

2017年度収録

2 がん遺伝子の解析学 高橋 克仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 肉腫センター長
国際医療福祉大学 病院教授

2017年度収録

3 遺伝性腫瘍 高橋 克仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 肉腫センター長
国際医療福祉大学 病院教授

2017年度収録

4 遺伝性腫瘍に対するカウンセリング 四元 淳子 先生 お茶の水女子大学大学院 遺伝カウンセリングコース 2017年度収録

5 がんの分子病理学 福澤 龍二 先生
国際医療福祉大学三田病院 病理部
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

6 がん薬物療法総論 中世古 知昭 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 血液内科学主任教授

2017年度収録

7 有害事象と支持療法 石黒 洋 先生
国際医療福祉大学病院  腫瘍内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

8 臨床試験 石黒 洋 先生
国際医療福祉大学病院  腫瘍内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

9 肺がん治療の最前線 林 和 先生
国際医療福祉大学三田病院 呼吸器外科部長 医療相談・緩和ケアセン
ター・がん相談支援センター長/国際医療福祉大学 医学部 准教授

2018年度収録

10 乳がん治療の最前線 山下 浩二 先生
山王病院 乳腺外科部長
国際医療福祉大学 病院教授

2018年度収録

11 上部消化管治療の最前線 池田 佳史 先生
国際医療福祉大学三田病院 副院長 消化器センター長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

12 下部消化管治療の最前線 似鳥 修弘 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学 医学部 准教授

2017年度収録

13 内視鏡診断、治療の最前線 片岡 幹統 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学 医学部 准教授

2017年度収録

14 肝臓がん治療の最前線 首村 智久 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学三田病院 病院准教授

2017年度収録

15 胆道癌、膵癌 樋口 肇 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター 消化器化学療法部長
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

2017年度収録

16 骨髄腫、白血病 中世古 知昭 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 血液内科学主任教授

2017年度収録

17 悪性リンパ腫 小林 幸夫 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

18 高齢化時代におけるがん予防 北島 政樹 先生 国際医療福祉大学 副理事長 名誉学長 2017年度収録

19 医療・研究倫理について 赤居 正美 先生　 国際医療福祉大学大学院 副大学院長 教授 2017年度収録

20 臨床腫瘍学に必要な統計学 ① 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2017年度収録

21 臨床腫瘍学に必要な統計学 ② 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2017年度収録

22 臨床腫瘍学に必要な統計学 ③ 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2018年度収録

23 臨床腫瘍学に必要な統計学 ④ 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2018年度収録

24 緩和ケア 森 雅紀 先生 聖隷三方原病院 2017年度収録

25 子宮癌・卵巣癌  進 伸幸 先生
国際医療福祉大学三田病院 婦人科部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

26 放射線治療総論　最新のトピック 戸矢 和仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 放射線科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2018年度収録

27 泌尿器癌 大東 貴志 先生
国際医療福祉大学三田病院 泌尿器科部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

28
がん診療における医療安全対策
～化学療法と医療安全～

石田 亜紀 先生 国際医療福祉大学三田病院 医療安全対策室 室長代理 2017年度収録

29 脳腫瘍 河島 雅到 先生
国際医療福祉大学三田病院 脳神経外科部長
国際医療福祉大学 医学部 脳神経外科学主任教授

2017年度収録

30 小児がん 石田 也寸志 先生 愛媛県立中央病院 小児医療センター長 患者支援室長 2017年度収録

31 医療情報システムの概要 内藏 啓幸 先生 国際医療福祉大学大学院 放射線・情報科学分野責任者 教授 2018年度収録

32
医療情報の利活用
〜医療情報が担う治療戦略～

松山 江里 先生 国際医療福祉大学大学院 放射線・情報科学分野 准教授 2018年度収録
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臨床心理学概論

1
個人、家族、そして集団をつなぐ
臨床心理学

亀口 憲治 先生 国際医療福祉大学大学院 臨床心理学専攻主任 教授 2017年度収録

がん診療の基礎知識

1 がんの基礎知識 冨田 裕彦 先生
国際医療福祉大学市川病院 病理・検査部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

多職種協働市民公開シンポジウム

1 2017年度収録

2 2018年度収録

がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ

1 2017年度収録

2 2018年度収録

一般市民公開講座

1 2018年度収録

「ライフステージに応じたがん診療～がん患者ケアに多職種でどう向き合うか～」
（開催：平成29年10月22日（日）14：00～16：50）

「ゲノム情報はがん治療にどのように役立つのか？」
（開催：平成29年12月10日（日）13：00～16：05）

「多職種協働で取り組むこれからのがん診療：乳がん・小児がんを中心に」
（開催：平成30年8月5日（日）13：00～15：40）

「がん治療と生活～両立への支援に向けて～」
（開催：平成30年10月21日（日）13：00～16：30）

「がん薬物療法・放射線治療の最新の展望」
（開催：平成30年12月9日（日）13：00～16：55）
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Ⅳ.キャンサーボード 

活動記録 
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キャンサーボード（症例検討）

当番科 開催日時

1 泌尿器科  11月1日（木）17：30～18：00

2 肉腫センター  1月10日（木）17：30～18：00

会場（遠隔接続）

会場 備考

1 国際医療福祉大学三田病院  発信

2 国際医療福祉大学東京赤坂キャンパス

3 国際医療福祉大学大田原キャンパス

4 国際医療福祉大学成田キャンパス

5 国際医療福祉大学小田原キャンパス

6 国際医療福祉大学福岡キャンパス

平成30年度　キャンサーボード活動記録
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Ⅴ.構成 8 大学 

外部評価委員会 

 
1.次第 

 2.国際医療福祉大学の取り組みと実績 
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◎議題

１． 開会の挨拶及び自己紹介 18:00 (3分)

2． 「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」取組状況

・東京医科歯科大学 資料1 18:03 (12分)

・秋田大学 資料2 18:15 (12分)

・慶應義塾大学 資料3 18:27 (12分)

・国際医療福祉大学 資料4 18:39 (12分)

・聖マリアンナ医科大学 資料5 18:51 (12分)

・東京医科大学 資料6 19:03 (12分)

・東京薬科大学 資料7 19:15 (12分)

・弘前大学 資料8 19:27 (12分)

3． 外部評価委員からのコメント 19:39 (20分)

・関根　郁夫 委員

・下山　直人 委員

・佐藤　淳哉 委員

・濱口　恵子 委員

4． 閉会の挨拶 19:59 (1分)

20:00 (終了予定)

「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」外部評価委員会次第

日　時 ： 2019年2月19日（火）18時00分～
場　所 ： M&Dタワー会議室（M&Dタワー17階）

目安ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ
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Ⅵ.広報・学生募集 
 

1. がんプロホームページ 

2. がんプロパンフレット 
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https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/ 

 
 
https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer29/ 
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【教育プログラム・コースの概要】

ライフステージに対応した
がんプロフェッショナル
多職種協働人材育成コース

♦ 養成する人材像：
多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族、支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナルケアま
での広範な対応ができる専門医療職

♦ 対象：修士課程・博士課程（薬剤師、看護師、診療放射線技師、診療情報管
理士、臨床心理士、理学療法士、作業療法士、医師など）

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース（インテンシブ）

♦ 養成する人材像：
ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者を養成

♦ 対象：博士課程（薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師など）
（一部修士課程含む）

国際医療福祉大学大学院

平成29年度 文部科学省 「多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン」採択

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

平成30年度開講
大学院
履修生
募集

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース（インテンシブ）

ライフステージに対応した
がんプロフェッショナル
多職種協働人材育成コース

２つのがんプロコースは、
大学院入学後、選択制により
コースを履修いただきます。

【お問い合わせ先】
国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局
Tel: 03-5574-3900 Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp
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Ⅶ.事業推進委員会 

開催記録 

 
多様な新ニーズに対応する 

「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン」 

事業推進委員会 

 

期 間： 平成 30 年 6 月 ～ 平成 31 年 3 月 

  計 4 回開催 
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平成 30 年度 

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン 

事業推進委員会 開催記録 

 

 

第 1 回 平成 30 年 6 月 5 日（火） 18：10～19：30 

東京赤坂キャンパス 302・3 教室、大田原キャンパス D 教室          

小田原キャンパス 502・3 教室、成田キャンパス C 教室         （出席 20 名） 

 

 

第 2 回 平成 30 年 9 月 4 日（火） 18：10～19：30 

東京赤坂キャンパス A 教室、大田原キャンパス A 教室          

小田原キャンパス A 教室、成田キャンパス A 教室            （出席 13 名） 

 

 

第 3 回 平成 30 年 11 月 27 日（火） 18：10～19：30 

東京赤坂キャンパス A 教室、大田原キャンパス E 教室          

小田原キャンパス B 教室、成田キャンパス C 教室            （出席 13 名） 

 

 

第 4 回 平成 31 年 2 月 26 日（火） 18：10～19：30 

東京赤坂キャンパス A 教室、大田原キャンパス A 教室          

成田キャンパス C 教室                              （出席 15 名） 
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Ⅷ.事業推進委員会 

委員名簿 
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